
 

 
「情熱！Toyonaka Scout！」 

豊中地区 地区コミッショナー 

                                         高矢 恒 

 

23回世界スカウトジャンボリーが閉幕致しました。ジャンボリー開催にあたり、派遣隊・IST・ホームス

テイ・関空支援・外国派遣隊支援など、指導や準備に多大なるご支援をいただきましたことに、心からの感

謝を申し上げます。派遣隊指導者の皆さんにおいては、全ての参加スカウトを安全で素晴らしい体験を導い

ていただきましたことに、重ねて感謝申し上げます。今大会に携わった方々は、それぞれに貴重な経験がで

きたことと思います。 

152 の国と地域から３万 3838 人のスカウトやリーダーが山口県に集い、ワールドスカウトセンターには

世界スカウト旗を含め、153の旗がたなびいた様子は圧巻でした。 

これだけの大会をボランティアが運営し、開催できる団体組織はボーイスカウトのほかには見当たらない

のではないでしょうか。私たちはこの実績に自信を持ち、社会に広くアピールすることが、これからのスカ

ウト運動の発展につながるものと確信致します。 

ただ一つ、派遣隊編成においてスカウト・指導者の選定に時間を要し、派遣隊定数を充足できませんでし

た。これだけ大きな世界大会への派遣に、率先して手を挙げるスカウト・指導者の育成ができなかったこと

は大きな反省です。私たち指導者は、第 17 回日本ジャンボリー、第 24回世界ジャンボリー開催に向けて、

次の世代のスカウトに良き思い出を抱かせることができるように、情熱をもって育成することが次なる目標

ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 
※各種WEBページより転載 
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地区の主な活動 (平成26年12月～平成27年7月) 

 

●ユニセフハンドインハンド（平成26年12月23日）     6団 豊中駅  20団千里中央駅                                                                                

６団豊中駅 

活動前に隊長や指導者からユニセフ募金について話しを聞き、活動場所へ移動。募金を行うに当たり、歩く人達に向かっ

て“ユニセフ募金に御協力お願いします”とスカウト達自ら一生懸命大きな声を出していました。短い時間で募金活動に精

一杯の声出して、そして、募金に協力して頂いた人たちに、“有難う御座います”とお礼の挨拶。そして、募金活動時間が終

了し、募金をみんなで計算。募金をみてビックリ！隊長からその募金の有難さについて説明をうけ、感謝する事が大事だと

スカウト達に伝えました。（６団BVS隊報告） 

 

 

 

２０団千里中央駅 

 毎年12月23日に千里中央で「ユニセフ募金」を行うようになって、今年で 21年目になります。 

ここ数年スカウト人数も増えてきて、今年は70名のスカウトとリーダーがが6ヶ所にわかれて、寒い 

中でしたが心をこめて通る人に呼びかけました。 

 大阪での募金総額は1,338,297円、そのうち千里中央での募金額は104,469円でした。（２０団報告） 

 

 

 

●豊中地区新年祝賀式 （平成27年1月17日）    豊中市 福祉会館                                                                                

多くの指導者、地区・団関係者、そして来賓の方々に出席していただき盛大に行われました。 

 

 

 



●BSラリー（BS部門） （平成27年1月18日）     豊中市 服部緑地                                                                                

スカウト：13班 55名、指導者：28名 計83名参加 

１位/１４団ポーラーベア班、２位/２団イーグル班、３位/１７団コンドル班でした。 

 
 

●アフターフォーラム・プロジェクト発表会（VS部門）（ 平成27年1月18日）    豊中市 すこやかプラザ                                                                               

例年になく参加者も多く フォーラムでは１グループ７人程になり様々な角度から考え意見が出ていたと思います。 

発表会は 個性的な発表もありましたが 内容・方法などよく考えられ見ていて素晴らしかったです。  

多くのスカウトがしっかりとして堂々と発表していました。 

次の発表会が とても楽しみになりました 

 

 

●大阪国際女子マラソン奉仕 （平成27年1月26日）    長居公園                                                                                

大阪国際女子マラソンの奉仕はスカウト１８人、指導者/保護者７人でした。 

 



 

●ちかいとおきて研修会 （平成27年2月11日）   池田市 池田駅前南館                                                                                

今回は豊能・豊中地区合同開催でそれぞれの地区の指導者が集まりました。 

参加者 豊中26名、豊能９名。 

 

 

 

●ちびっこカーニバル （平成27年3月15日）                                                                                

地区の団を北は千里中央公園、南は豊島公園の２会場に分かれ実施しました。 

天候に恵まれ、各団、コミチーム、各種委員会、VSスカウト（場内案内）の協力の下に多くの来場者４６６名 

（一般１８１名） 

 

 

 

 

 

●第87回選抜高等学校野球大会奉仕 （平成27年3月21日～4月1日）                                                                                

豊中地区からの奉仕者は５名でした。 

豊中５団   植田 美信 

豊中 １７団 蜂谷 桃果 

豊中 ２０団 杉山 裕記 

       佐藤 澪 

       近藤 佑哉 

 

 

 

 

 



●ふれあい緑地フェスティバル （平成27年5月3日）  豊中市 ふれあい緑地                                                                                 

青年の家 いぶき近くにありますふれあい緑地で各団の協力の下、信号灯と木登りを来場者の方々に楽しんで 

いただきました。 

 

 

●ビーバーランド （平成27年5月17日）  豊中市 服部緑地                                                                                

天候に恵まれ、地区のビーバースカウトが集まって楽しみました。 

 

 

 

●VS技能大会 （平成27年6月13～14日） 豊能郡豊能町 山辺キャンプ場                                                                                

豊中１４団所有のキャンプ場を借りてスカウト1８名、指導者 11名の参加者でした。 

今回は豊能地区のスカウトも１名参加し大いに盛り上がりました。 

フィールド内に設置された31のゲームコーナーをチャレンジし得点を競いました。 

１４団ベンチャー隊 井元隊長が夕食後に夜話、「山と測量」についてタブレットを利用してお話してくださいました。画

像を見せてもらいながらの説明を聞くスカウト達がすごくキラキラした反応をしている姿がとても印象に残りました。 

 

 

 

 

 

 



●ハワイレインボーキャンプ派遣（平成27年3月21日～3月29日）                                                                                

ハワイレインボーキャンプに参加して 

ボーイスカウト 豊中第３団  

ベンチャー隊 井上 大雅 

3 月なのに半袖半ズボンで過ごせる気温、満天の星空…。 

ハワイと私たちが住んでいる土地には色々な面においてたくさんの違いがありました。   

自然はもちろんですが、やはり印象に残っているのは戦艦ミズーリです。 

2 日目の自身のプロジェクトで行ったパールハーバーで見たのですが、この船は第二次世界大戦の降伏文

書の調印式が行われた船で、自分が船の中にいることを忘れさせられるくらい大きい船で、とても驚かされ

ました。  

もう一つ印象に残っていることはハワイの人達の人柄です。 

外へ出かけていると見知らぬ人に声をかけられたり、ウェルカムパーティーを開いてくれたカメハメハラ

イオンズクラブの方々もあたたかく迎えてくれたりしました。 

そういう島の人たちの温かく、人とのつながりを大切にする気質は、どこか昔の日本を彷彿とさせるもの

であり、現代に生きる私たちが見習わなければならない点だと思いました。 

 一週間という長いようで短い期間の滞在でしたが、ハワイで学んだことは数を知れません。 

一緒に行った仲間たち、このハワイレインボーキャンプに関わってくれた方々、そしてハワイに大きな感

謝を伝えたいです。 

 

 

 

 

 

 

富士スカウト章取得状況  （平成27年1月～27年6月まで）（順不同） 

     津嶋 武  豊中6   植田 優父太 豊中5  下村 亮太 豊中2 

 

 

隼スカウト章取得状況 （平成27年1月～27年6月まで）（順不同） 

     川辺 隆彰 豊中2 

 

菊スカウト章取得状況 （平成27年1月～27年6月まで）（順不同） 

     小澤 暢泰 豊中6   吉田 惇也 豊中4   田中 音  豊中17 

     乗松 祐樹 豊中14   小間 天雅 豊中14   蜂谷 小梅 豊中17 

 

 

技能章取得状況  （平成27年1月～27年6月まで）（順不同） 

1、野営章 

植田 美信 豊中5   乗松 祐樹豊中14 

2、野営管理章 

下村 亮太 豊中2   植田 優父太 豊中5 

 

3、救急章 

     安達 音香 豊中22 

 

 



富士章取得の感想と今後の抱負 
富士章取得 

豊中第２団 ローバー隊 下村亮太 

富士章に挑戦して気付いたことは、絶対に自分だけでは富士章をとれなかったという事です。 

ベンチャー隊の始めから隊長やベンチャー隊のメンバーに助けてもらっていました。 

初めての計画したキャンプでは先輩と一緒に活動させてもらったり、探検旅行では電車に詳しい後輩に移動手段を全て見て

もらったり、自分の力だけで完走したプロジェクトは無かったからです。 

今まではお世話になってばかりだったのでこれからは周りの力になるような行動、活動をしていきたいと思います。それと

ボーイスカウトの活動で分かったこと、知ったことを隊集やそれ以外の場所でも活かして活動していきたいと思います。 

 

 

 

富士を取得しての今後の抱負 

                       豊中第5団 RS隊   植田優父太 

 富士章に挑戦した数か月の間で、自分の中で富士取得に対する思いが変わりました。 

 隼章を取得した頃、当時は原隊で議長を務めていた自分の性格にコンプレックスを抱えており、本当に富士章を取得して

いいのかという葛藤がありました。当時の自分は計画性や行動力に欠ける性格でしたが、富士章に挑戦していく過程で駄目

なところは駄目だと素直に受け取り、新たに改善するところは改善するという、そんな単純なことで物事を解決していける

ことに気付きました。何かを成し得るには、遠回りになる事もあります。遠回りして人より遅れる事は、ネガティブに捉え

がちですが、その分学ぶ機会があるというプラスの面もあると、私は同時に見つけました。これらボーイスカウトの様々な

活動を経験する中で、私は自分で決めた目的に向かって真っすぐに進み、目標を達成していくことの素晴らしさを発見しま

した。 私はボーイスカウトという活動こそが、自分を表現でき、自分のやりたいことを実現できる事の当てはまる唯一の

活動だと思います。また、私は理学療法士という医療従事者になる夢に向かって今勉強しています。医療の世界では一歩誤

れば惨事を招き、ある一瞬の出来事で場が変わっていく世界です。 これから社会に出たときスカウト活動で学び得た技能

や知識を生かしたいと思います。 今回の富士章取得にあたり、数知れない方々のお力添えとご尽力・ご協力のお陰でこの

名誉ある章を取得することが出来ました。 思い返せば、ベンチャープロジェクト、冒険旅行、奉仕活動、宗教章と幾つも

の課題を順調とは言えませんが一つ一つクリアしていきました。様々な困難を乗り越える過程でいつでもサポートして下さ

る人達が居たことが自分を後押ししてくれたと思います。自分を教え、育て、導いて下さった指導者、先輩、家族、様々な

関係者への感謝の気持ちを忘れず胸に刻み、そしてご恩を返すべく、これからはローバー隊員として、また副長補として団

へ奉仕していきます。足元にも及びませんが、尊敬する先輩や指導者の方のように後輩スカウトたちを導いていけるような

指導者を目指したい思います。 

 



富士章取得について 

大阪連盟豊中地区第6団ベンチャー隊 

津嶋 武 

富士章がボースカウトの中で一番良い章だと知ったにはボーイに入った時でした 

ボーイの時はそれほど富士章を意識していませんでした。ボーイでは菊賞を取らなければベンチャーになれない

と聞いていて必死で菊賞を取るように頑張っていました。 

そしてベンチャーになって制度が戻って隼章という物が戻って来て18までしか富士章に挑戦出来ないと知って「富士章を取

れたら嬉しいな」という程度にしか思っていませんでした。高校一年の時にベンチャー章を取って高校二年の春ぐらいまで

進級に関してあまり手をつけていなかったけどその年の夏に「富士特別野営」という物が開催されてその富士特別野営の参

加資格が＜隼章取得＞＜水泳章取得又は努力＞で隊長が「楽しいからこれに行って来い」と言われ頑張って隼章を取って水

泳章も泳ぐのが苦手だってけど頑張って取りました。そして無事富士特別野営に行く事が出来ました。隼章を取ってから半

年間期間を空けないといけなく、富士章を取るのが高校三年の一月と言う事を隊長に言われ、その頃から富士章を取るため

に頑張りました。そしてどうにか富士章を取る事が出来ました。 

富士章を制服に付けている期間はあまりないけれど富士章を誇りに思っています。 

今は、ベンチャー隊の副長補としてベンチャー隊に就いています。なので一人でも多くのスカウトに、富士章を取

ってもらう為に自分が今までしてきた活動、教えてもらってきた知識を使って指導していきたいと思います。今後

は隊長になってみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年豊中第４団は、発団６０周年になります。それを記念して

４月１９日にホテルアイボリーにて記念懇親会を、６月６日、７日に 

箕面教学の森にて記念キャンプを実施しました。 

６０年、人の年齢ならば『還暦』にあたります。還暦は干支が一巡し

生まれた年の干支に戻ることから、生まれた時に帰るという意味があり

ます。 

そこで６０周年のテーマは、 

『新たな創造、再生（Ｒｅｂｏｒｎ）豊中４団』としました。 

キャンプファイヤーの

火は盛大に！ 

 

屋台村の総合優勝は 

ビーバー隊のボルシチ 

お祝いに駆け

つけていただ

きました❤ 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              20団との合同BP祭 2015/2/15 ひじり幼稚園              

2年おきに行なっていて、今年は14団がホストで計画しました。    

 

 

  

いちよん冬の活動ダイジェスト 

ボーイ隊耐寒ハイク 2015/2/８ 六甲山（標高９３１ｍ） 
 

 

 

合同スキー訓練 2015/3/26～30 赤倉温泉スキー場 

怪我，病人もなく，全行程を終了できました。 

 

夜間ハイク 2015/4/18～19 第1区 

東海自然歩道 箕面政ノ茶屋（箕面駅）～大原三千院までを4区間に分けて4

年で完歩（今回は、箕面駅～摂津峡） 

 

 

 

 

 

 

ビーバー隊 年末合同集会 2014/12/21 

せんりひじり幼稚園 

妖怪勢揃い！左からノガッパ1、から傘お化け、スイカニャン、ろくろ首、ノガッ

パ2。 

 

カブ隊耐寒ハイク 2015/2/22 金剛山 

小雨模様の温かい天候で 、霧氷は観察できませんで し た 。

 

 



 

 

 

 

 

 

             

              

          

            

 

 

BVS隊 

２２団さんと合同でスケートに行ってきました。 

スカウトたちがすぐ仲良くなって楽しそうに遊んでてビ

ックリ(°0°)‼ 

 

 

BP祭 団行事 

本部でBPにちなみイギリス風に紅茶とクッキーで

ティータイム。 

セレモニーの後には全員でゲームとクラフト。 

BS・VS隊     

１泊キャンプ 

 

育成総会 

ミドリの募金 

ＢＳ隊         

２０団との合同隊集会 

VS隊キャンプ 

BVS隊 活動 

シャボン玉つくり 

４ヶ団合同運動会 BS隊 サイクリング 

箕面の滝まで 



Ｂｏｙ Ｓｃｏｕｔ ＴＯＹＯＮＡＫＡ 17ｔｈ 

 

 

 

【 ２０１５年度 号外！ 】 

＝ 活動拠点 ＝ 

緑丘地区、北緑丘地区、野畑地区、 
桜井谷地区 

＝ 活動内容 ＝ 

【ビーバー隊】（幼長～小３） 
ビーバー隊は、みんなと仲良く遊びながら、
きまりをまもる事を身に付けます。 

（農業体験・2015/7/4@緑と食品のリサイクルプラザ） 

近隣の公園で花壇作りや農業体験（芋ほり
など）の活動を通じて、いつも元気に仲良
く、地域の方々とも一緒に活動しています。 
 
【カブ隊】（小３～小６） 
カブ隊になると異なる学年のスカウト達と
活動する事でルールを守る事の意味を知り、
自分の事を自分ですることを学びます。 

（海洋訓練・2015/6/6～7＠明石市立自然の家） 

「ハイキング」や「キャンプ」「スキー訓練」
など野外活動を通じて、互いに協力するこ
とを学びます。 
【ボーイ隊】（小６～中３） 

キャンプなど自分達の活動を自ら作り上げ
ることを学び、役割や自主性を身に付けま
す。 「キャンプ」では自らテントを張り、
数日間（４～５泊）の野営を通して、自然
を受け入れ、自立心を持つことを学びます。 
 
【ベンチャー隊】（中３～高３） 
ベンチャー隊は、より「地域奉仕」に重点
を置き、自ら企画した活動（プロジェクト）
を通じて協調性を育てます。 

 （春季キャンプ・2015/4/12＠グリーンスポーツ

センター） 

 
＝ 活動予定 ＝ 

１～３月 凧上げ・餅つき、耐寒登山、 
スキー訓練、ハイキング 

４～６月 募金活動、キャンプ、隊集会 
蛍観察ハイク、キャンプ 

７～８月 隊キャンプ、団キャンプ 
９～１２月 敬老奉仕、ハイキング、秋キ

ャンプ、年末集会 
 

＝ 連絡先 ＝ 
古川康治（団委員長） 
TEL 090-1023-6469 
 
豊中第 17団ホームページ： 

http://www.tcct.zaq.ne.jp/toyonaka17/ 
メール： kataoka1@tcct.zaq.ne.jp 
 ボーイスカウト豊中第１７団 で 検索  
 

１７団を見に来てね！！！ 
 

 



  

 

日本ボーイスカウト大阪連盟豊中地区 

事務局 〒561-0858 豊中市服部西町 4-13-1 

豊中市立青年の家 いぶき 内 

地区協議会長 花木 一夫 地区委員長 前田 栄子 

 


